
湖北工業株式会社
2025年2月

湖北工業はアルミ電解コンデンサ用リード端子と光

部品・デバイスのリーディングカンパニーです。

世界に誇れる、ものづくり



経営理念
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豊かな個性を尊重する

全員参加型の経営を実践し、

新しい価値の創造を通じて、

オンリーワン企業を目指す

経営理念



会社概要
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社 名 湖北工業株式会社（KOHOKU KOGYO Co., Ltd.）

本 社 滋賀県長浜市高月町高月1623番地

代 表 者 代表取締役社長 石井 太

設 立 1959年8月

資 本 金 3億5千万円

事 業 内 容
 アルミ電解コンデンサ用リード端子の製造・販売

 光ファイバ通信網用光部品・デバイスの製造・販売

連 結 子 会 社 7社（海外6社、国内1社）

従 業 員 数 連結： 1,536名



光部品事業に
本格的に着手

9月

沿革

1959年の設立以来、弛まぬ技術革新が事業基盤を支える

「湖北工業株式会社」を設立

初の海外進出(シンガポール)

連結売上高

初の100億円突破

1959 1987 2000 2015 2020 2021

8月

12月

12月

東証二部 上場
（現スタンダード市場）
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光デバイス事業を買収

（FDK株式会社）

2月



事業内容
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47%53%

24.12期
連結売上高

15,924百万円



グループおよび拠点
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6か国8拠点から全世界に向けて展開

KOHOKU LANKA(PVT) LTD. KOHOKU ELECTRONICS(S) PTE. LTD.

KOHOKU ELECTRONICS(M)SDN. BHD.

東莞瑚北電子有限公司

蘇州瑚北光電子有限公司

製造 / 販売（2002年設立）

製造 / 販売（1994年設立）

販売（1987年設立）製造（2015年FDK㈱より譲受）

製造 / 販売（2000年設立）

リード端子事業

リード端子事業

リード端子事業 光部品・デバイス事業光部品・デバイス事業

リード端子事業

リード端子事業

研究開発/ 製造 / 販売

湖北工業株式会社
本社・本社工場

光部品・デバイス事業
光部品・デバイス事業

EpiPhotonics USA,Inc.

開発/製造/販売（2024年子会社化）

光部品・デバイス事業
エピフォトニクス株式会社

開発/製造/販売（2024年子会社化）

光部品・デバイス事業



コア技術を核に三重の参入障壁を構築
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法的防御の壁

模倣困難なノウハウの壁

長期の信頼と実績により構築

自社技術が凝縮された量産技術

コア技術は特許により保護

トップシェアの壁

競合

当社の強み・参入障壁



自社開発の製造装置
コア技術により差別化

異種金属の溶接
形状・ショート対策

自社開発の電源
溶接温度は2,000℃
1秒間に5本の高速溶接を実現

超ハイスピード生産
１秒間に５個のリード端子を生産

量産
リード端子の月間生産量は40億個
地球3.6周分の長さに相当
最大、車両2,000万台分

当社の強み・参入障壁
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コア技術は特許で保全、量産技術はブラックボックス化（自社開発の製造装置）

異種金属溶接

圧倒的競争優位

ノーバリ化
耐振構造 リブ

アルカリ洗浄 酸化絶縁被膜
CP線先端
丸目状加工

化 成 丸目加工プレス製造工程 洗 浄

コア技術は特許により保護

溶 接

コア技術の掛け算で一貫生産ラインを構築コア技術

特許

コア技術トピックス

リード端子事業



成長ドライバ
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注力する自動車･通信関連市場においては、EV化･5G普及等の強い追い風が吹く

自動車市場

通信基地局

アルミ電解
コンデンサ

スーパー
キャパシタ

自動車（車載）：ＥＶ（電気自動車）、自動運転 / 
モビリティ /通信基地局（5G）/ＡＩ/
再生エネルギー / カーボンニュートラル

ハイブリッドコンデンサ

電気二重層キャパシタ

リチウムイオンキャパシタ
リチウムイオン
キャパシタ・ ハイブリッドコンデンサ

・ 電気二重層キャパシタ

2 0 2 2 年 2 0 2 3 年 2 0 2 4 年 2 0 2 5 年 2 0 3 0 年

電気自動車、自動運転、モビリティ
メタバース、ＶＲ AIロボット

通信基地局(6G)

車載 基地局

新製品開発により、技術革新と品質要求に応える

リード端子事業



• 自社設計の治工具と熟練者のスキル

• 精度1ミクロン以下の独自の組立技術

• 初期故障を排除するスクリーニングと
ロット保証試験のノウハウ

• 結晶育成・加工のプロセス技術

• 製品スペックに一致した素子づくり

• フィールド実績に基づく製品設計

• 主原料の鉄と添加材料の配合技術

当社の強み・参入障壁
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唯一無二の一貫生産、特許に裏打ちされた材料技術と精密加工技術で紡ぐ高信頼性

光アイソレータ

機能材料：ファラデー回転子原材料

素子づくり組成設計 精密組立

・スクリーニング試験
・ロット保証試験
・全数試験

材料技術①｜ 組成設計

材料技術②｜ 素子づくり

精密加工①｜ 精密組立

精密加工②｜ 検品

検品

製造工程

本社工場 スリランカ工場

特許 特許

特許

光部品・デバイス事業



海底ケーブル市場における技術進化
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生成AIの普及、IoTなど向けの情報通信量の増大を背景に技術開発を加速

光部品・デバイス事業

2020年 2025年 2030年 2035年

敷設距離 × ペア数

グローバル通信インフラの動向

16FPペア数

MCF（コア数）

当社の技術進化ロードマップ

多芯化

MCF化

衛星通信

小型光アイソレータ 光アイソレータ+光フィルタ 複数の機能を一本化

衛星通信用光デバイス 製品化

2023年10月学会
KDDIと共著

2022年3月
学会発表

超高真空下での高信頼デバイス

光モジュール複合品

24FP 32FP

MCF（２コア） MCF（4コア）

10万㎞以上/年の敷設との想定ケーブル敷設距離

ファンインファンアウトデバイス
（FIFOデバイス）

MCF用
光アイソレータ

複合化小型化

Fan
-out

MCF

Fan
-in

SCF
MCF

SCF 光増幅器

海底ケーブル
(マルチコア)

ファンインファンアウトデバイスの使われ方（推定）

海底ケーブル
(マルチコア)

xxFP
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製造技術のブレークスルーにより、半導体製造装置等への拡大を期待

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027

384.0

664.26

＜高純度石英ガラス市場予想＞
これまでは、大きなガラスの塊から削り出しや研
磨を行う為、必要な形に加工するには多くのエネ
ルギーが必要

（百万ドル）

第３の柱

新たな事業の柱へ-最先端事業の創出

スラリーキャスト法による高純度石英ガラス
の新たな市場を開拓

自由度の高い形状に加工することができるため、
成形する際の削り出しや研磨の工程を大幅に
削減することが可能,材料のムダやエネルギーを
大幅に削減

＜SSG®を用いて製作した石英部品の事例＞

半導体製造装置等用セミドーム 半導体製造装置用大型リング



中期経営基本方針

オンリーワン企業の実現に資する研究開発、技術開発等を遂行していき、高収益事業を構築していく

• 市場開拓による事業規模の拡大

• 構造改革による収益力の強化

• 新たな GNT（グローバルニッチトップ）事業の創出

• 未来を担う人材の育成

• グローバル経営管理体制の強化
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経営ビジョン

中期経営基本方針

シェア拡大と新製品開発を実現

コア技術を活用して育成

リード端子事業

光部品・デバイス事業

成長事業

次世代事業

基盤事業

収益力強化を実現

コア技術：原材料からの一貫生産

コア技術：業界最高水準の量産技術



リード端子事業 衛星通信関連
生成AI・データセンタ関連光部品・デバイス事業

高純度石英ガラス事業

次世代事業主力事業 その先の成長

目指す姿・事業ポートフォリオの考え方
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経営理念

事業展開

経営体制
の強化

「豊かな個性を尊重する全員参加型の経営を実践し、
新しい価値の創造を通じてオンリーワン企業を目指す」

ガバナンス強化
 監査等委員会設置会社へ移行、サステナビリティ活動強化
 プライム市場に向けた体制強化

米原新拠点構想
 第３、第４の柱育成の為の中核技術拠点
 利便性改善による採用拡大と顧客アクセス向上

その他
 事業部門別のROIC改善に向けた取り組み強化
 従業員のモチベーションアップ、業績意識の向上ほか
 リード端子、光部品・デバイス他営業体制強化

2024
リード端子事業

光部品・デバイス事業

新規事業
売上高
159億円

売上高
233億円

++

2027



2027年までの中期経営指標
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主力2事業の競争力をさらに高め、加えて第3の事業を成長軌道に乗せる

2024.12期 2027.12期

実績 中期経営計画

成長性 売上高 159億円 233億円

収益性 営業利益 39億円 73億円

投資 設備投資 3年間の累計 約43億円
今後3年間で約94億円
(米原駅前新拠点54億円)

効率性

ROIC 12.2％ 16％

ROE 15.0％ 18％

株主還元方針
連結配当性向：30%目標

DOE：3％以上
連結配当性向：30%目標

DOE：3％以上
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光部品・デバイス事業(高純度石英ガラス事業等を含む)

セグメント別の業績イメージ

リード端子事業

主力2事業の成長に加えて高純度石英ガラス（SSG®）事業の貢献により、3年間で約1.4倍の売上を目指
す

（百万円） （百万円）
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この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが含まれております。それら将来の計画や予想数値などは、入手可能な情報

をもとに、当社が計画・予測したものであります。実際の業績などは、様々な条件・要素によりこの計画や予想数値とは異なる

結果になることがあります。この資料はその実現を確約したり、保証するものではございません。

湖北工業株式会社 IR担当

TEL 0749(85)3211    FAX 0749(85)3217

E-mail ir@kohokukogyo.co.jp


